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図9.5.2　IEEE 802.1X認証の手順

例題� 平成21年ネットワークスペシャリスト 午後Ⅱ 問1 改題

IEEE 802.1Xは、スイッチのポートベースのアクセス制御を実現する技術
である。有線LANで使用する場合は、スイッチの物理ポート単位に通信を制御
している。IEEE 802.1Xを実装するスイッチの配下にHUBを接続するような
場合には、認証されていないPCとの通信が行われることを防止するため、有
線LANでは独自の実装が必要である。一方、無線LANでは、PCと無線APと
の論理的接続であるアソシエーションをポート接続と見なすようにポートの概
念を拡張している。これによって、①有線LANで使用する場合と比べて、接続
制御上の問題が少なくなる。

設問　�本文中の下線①に関して、有線LANで使用する場合と比べて、接続制御
上の問題が少ない理由を30字以内で述べよ。


